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一
九
九
四
年
マ
レ
ー
シ
ア
家
庭
内
暴
力
法
〔
邦
訳
〕

太

田

達

也

1994年マレーシア家庭内暴力法〔邦訳〕

一
九
九
四
年
家
庭
内
暴
力
法

（
法
律
第
五
二
一
号
）

一
九
九
四
年
七
月
七
日
公
布

一
九
九
六
年
六
月
一
日
施
行

家
庭
内
暴
力
の
状
況
に
お
け
る
法
的
保
護
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る

事
項
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
律

召
集
さ
れ
た
議
会
に
お
け
る
上
院
（
∪
①
≦
き
Z
Φ
懸
轟
）
及
び
下

院
（
O
Φ
≦
磐
勾
鋤
す
讐
）
の
助
言
と
承
認
を
得
て
、
国
王
陛
下

（
夢
Φ
ω
R
一
℃
＆
仁
犀
鋤
ω
お
一
区
鱒
く
鋤
鑛
象
－
℃
R
ε
き
＞
凶
○
昌
ひ
Q
）

及
び
そ
の
権
限
に
よ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

第
一
章
　
総
　
則

第
一
条
【
略
称
、
適
用
及
び
施
行
】
①
こ
の
法
律
は
、
一
九
九
四

　
年
家
庭
内
暴
力
法
（
O
O
ヨ
8
浮
≦
o
一
窪
8
＞
9
お
虐
）
と
し

　
て
引
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
臣
が
官
報
に
お
け
る
公
示
に
よ
っ

　
て
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
日
に
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

②
こ
の
法
律
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
内
の
す
べ
て
の
者
に
適
用
す
る
。

第
一
一
条
【
定
義
】
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
別
段
の
定
め
の
な
い
限

　
り
、

　
「
代
替
用
住
居
」
（
巴
冨
旨
呂
毒
お
ω
こ
窪
8
）
と
は
、
家
庭
内
暴

　
　
力
の
結
果
と
し
て
、
被
害
者
が
探
し
、
又
は
移
ら
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
ず
、
又
は
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
家
屋
又
は
宿
泊

　
　
施
設
を
い
う
。

　
「
子
」
（
魯
ま
）
と
は
、
事
件
に
応
じ
、
犯
罪
者
の
家
族
又
は
犯

　
　
罪
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
元
配
偶
者
の
家
族
の
構
成
員
と
し
て

　
　
生
活
し
て
い
る
一
八
歳
未
満
の
者
を
い
う
。

　
「
裁
判
所
」
（
8
貫
辞
）
と
は
、
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㈲
　
家
庭
内
暴
力
の
主
張
（
巴
一
紹
畳
○
霧
）
を
伴
う
刑
事
手

　
　
続
に
関
し
て
は
、
被
告
発
人
が
告
発
さ
れ
て
い
る
当
の
犯
罪

　
　
を
審
理
す
る
権
限
を
有
す
る
裁
判
所

　
㈲
　
第
一
〇
条
に
お
け
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
民
事
手
続
に
関

　
　
し
て
は
、
不
法
行
為
に
よ
る
当
該
訴
え
を
審
理
す
る
権
限
を

　
　
有
す
る
裁
判
所

　
を
い
う
。

「
家
庭
内
暴
力
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
行
為
の
い
ず
れ
か
が
、

　
㈲
　
故
意
に
、
若
し
く
は
そ
れ
と
知
り
つ
つ
、
被
害
者
に
身
体

　
　
的
傷
害
の
恐
れ
を
抱
か
せ
、
若
し
く
は
抱
か
せ
よ
う
と
す
る

　
　
フ
」
と

㈲
　
身
体
的
傷
害
に
至
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
り
、
若
し
く
は

　
　
知
る
べ
き
で
あ
っ
た
行
為
に
よ
り
被
害
者
に
身
体
的
傷
害
を

　
　
生
じ
さ
せ
る
こ
と

＠
　
暴
行
若
し
く
は
脅
迫
に
よ
り
、
性
的
な
も
の
か
否
か
に
か

　
　
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
が
拒
否
す
る
権
利
を
有
す
る
行
動
若
し

　
　
く
は
行
為
を
す
る
よ
う
被
害
者
に
強
要
す
る
こ
と

⑥
　
被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
被
害
者
を
監
禁
し
、
若
し
く
は

　
　
拘
禁
す
る
こ
と
、
又
は
、

㈹
　
被
害
者
に
苦
痛
若
し
く
は
怒
り
を
生
じ
さ
せ
る
意
図
で
、

　
　
若
し
く
は
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
財
産

　
　
を
損
壊
し
、

次
の
者
に
対
し
、

（V）　（iv）　（iii）　（ii）　（i）

「
執
行
官
」

　
社
会
福
祉
省
の
福
祉
職
員
を
い
う
。

「
無
能
力
の
成
人
」
（
営
8
B
9
簿
a
鋤
含
δ
と
は
、
身
体
的

　
若
し
く
は
精
神
的
障
害
、
疾
病
（
≡
－
箒
巴
9
）
又
は
高
齢
の

　
理
由
に
よ
り
、
完
全
に
若
し
く
は
部
分
的
に
能
力
を
喪
失
し
、

　
又
は
耗
弱
状
態
に
あ
る
者
で
、
犯
罪
者
の
家
族
構
成
員
と
し
て

　
生
活
し
て
い
る
者
を
い
う
。

「
大
臣
」
（
累
艮
雪
R
）
と
は
、
社
会
福
祉
に
対
し
責
任
を
負
う
大

　
臣
を
い
う
。

「
そ
の
他
の
家
族
構
成
員
」
（
○
跨
R
ヨ
①
ヨ
σ
R
亀
誓
Φ
鼠
ヨ
ー

凶
ζ
と
は
、

㈲
　
犯
罪
者
の

　
　
ω
　
成
人
の
男
子
若
し
く
は
女
子
の
子
、
若
し
く
は

　
　
㈹
　
父
若
し
く
は
母

　
　
　
破
壊
し
、
若
し
く
は
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

　
　
　
あ
る
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

そ
の
者
の
配
偶
者

そ
の
者
の
元
配
偶
者

子無
能
力
の
成
人
、
又
は

そ
の
他
の
家
族
構
成
員

（
o
昌
巽
8
B
①
耳
o
途
o
R
）
と
は
、
警
察
職
員
又
は
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又
は
、

　
㈲
　
裁
判
所
の
見
解
に
よ
り
、
当
該
家
族
の
環
境
で
は
家
族
構

　
　
成
員
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
、
犯
罪
者
の

　
　
ω
　
兄
弟
若
し
く
は
姉
妹
、
若
し
く
は

　
　
e
D
　
そ
の
他
の
親
族

　
を
い
う
。

「
被
保
護
者
」
（
虞
0
8
9
a
冨
鵠
9
）
と
は
、
保
護
命
令
の
下
で

　
保
護
さ
れ
て
い
る
者
を
い
う
。

「
保
護
命
令
」
（
R
O
5
＆
窪
○
＆
R
）
と
は
、
第
二
章
に
お
い
て

　
発
せ
ら
れ
る
命
令
を
い
う
。

「
親
族
」
（
お
一
畳
話
）
と
は
、
全
血
若
し
く
は
半
血
、
又
は
婚
姻

　
若
し
く
は
事
実
上
の
養
子
縁
組
を
含
む
養
子
縁
組
を
通
じ
て
関

　
係
の
あ
る
者
を
い
う
。

「
避
難
場
所
」
（
鐙
富
ロ
碧
Φ
）
又
は
「
シ
ェ
ル
タ
ー
」
（
警
卑

　
δ
R
）
と
は
、
社
会
福
祉
省
若
し
く
は
こ
の
法
律
の
目
的
の
た

　
め
大
臣
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
慈
善

　
団
体
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
若
し
く
は
運
営
さ
れ
て
い
る
家
若

　
し
く
は
施
設
、
又
は
占
有
者
が
被
害
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ

　
る
意
思
の
あ
る
そ
の
他
の
適
当
な
場
所
を
い
う
。

「
共
用
住
居
」
（
筈
巽
9
お
ω
こ
8
8
）
と
は
、
当
事
者
が
、
同
じ

　
世
帯
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
活
し
て
い
る
、
又
は
生
活
し
て

　
　
い
た
家
屋
を
い
う
。

　
「
配
偶
者
」
（
ω
ε
5
Φ
）
は
、
事
実
上
の
配
偶
者
、
即
ち
、
儀
式

　
　
が
婚
姻
の
挙
式
及
び
登
録
に
関
す
る
制
定
法
の
下
で
は
登
録
さ

　
　
れ
て
お
ら
ず
、
又
は
登
録
さ
れ
得
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関

　
　
係
当
事
者
の
宗
教
又
は
習
慣
に
よ
れ
ば
婚
姻
の
儀
式
と
見
な
さ

　
　
れ
る
形
態
の
儀
式
を
済
ま
せ
た
者
を
含
む
。

　
「
被
害
者
」
（
≦
＆
B
）
と
は
、
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
を
い
う
。

　
　
　
　
　
（
1
）

第
三
条
【
刑
法
典
と
共
に
読
む
べ
き
こ
の
法
律
】
　
こ
の
法
律
の
規

　
定
は
、
刑
法
典
の
規
定
と
共
に
こ
れ
を
読
む
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
保
護
命
令

第
四
条
【
仮
の
保
護
命
令
】
①
裁
判
所
は
、
家
庭
内
暴
力
を
伴
う

　
犯
罪
の
実
行
に
関
す
る
捜
査
の
継
続
中
、
命
令
を
受
け
た
者
が
、

　
事
件
に
応
じ
、
命
令
中
に
指
定
さ
れ
た
そ
の
者
の
配
偶
者
、
元
配

　
偶
者
、
子
、
無
能
力
の
成
人
又
は
そ
の
他
の
家
族
構
成
員
に
対
し

　
家
庭
内
暴
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
仮
の
保
護
命
令

　
（
凶
耳
Φ
ユ
日
虞
0
9
＆
9
0
巳
R
）
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
仮
の
保
護
命
令
は
、
捜
査
の
完
了
を
も
っ
て
効
力
を
失
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

第
五
条
【
保
護
命
令
】
①
裁
判
所
は
、
家
庭
内
暴
力
の
告
訴
を
伴

　
う
手
続
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
保
護
命
令
の
一
つ
又
は
複
数
を

　
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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㈲
　
命
令
を
受
け
た
者
が
告
訴
人
に
対
し
て
家
庭
内
暴
力
を
行
使

　
　
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
保
護
命
令

　
㈲
　
命
令
を
受
け
た
者
が
子
に
対
し
て
家
庭
内
暴
力
を
行
使
す
る

　
　
こ
と
を
制
限
す
る
保
護
命
令

　
＠
　
命
令
を
受
け
た
者
が
無
能
力
の
成
人
に
対
し
て
家
庭
内
暴
力

　
　
を
行
使
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
保
護
命
令

②
　
裁
判
所
は
、
第
一
項
第
a
号
、
第
b
号
又
は
第
c
号
に
お
け
る

　
保
護
命
令
を
行
う
に
あ
た
り
、
命
令
を
受
け
た
者
が
一
人
又
は
複

　
数
人
の
被
保
護
者
に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う
よ
う
そ
の
他
の
者
を

　
教
唆
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
条
項
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
【
保
護
命
令
に
含
め
る
こ
と
の
で
き
る
命
令
】
①
第
五
条

　
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た
保
護
命
令
は
、
裁
判
所
が
、
蓋
然
性
の
比

　
較
衡
量
に
基
づ
い
て
、
告
訴
人
、
子
又
は
無
能
力
の
成
人
の
保
護

　
及
び
身
体
の
安
全
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
事

　
件
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
命
令
の
一
つ
又
は
複
数
を
定
め
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
㈲
　
第
四
項
を
前
提
と
し
て
、
共
用
住
居
を
命
令
を
受
け
た
者
が

　
　
単
独
で
所
有
若
し
く
は
賃
借
し
て
い
る
か
、
又
は
当
事
者
が
共

　
　
同
で
所
有
若
し
く
は
賃
借
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
命
令

　
　
を
受
け
た
者
を
共
用
住
居
又
は
そ
の
特
定
の
区
画
か
ら
退
去
さ

　
　
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
共
用
住
居
又
は
共
用
住
居
の
特
定
の
区
画

　
の
排
他
的
占
有
権
を
被
保
護
者
に
認
め
る
こ
と

㈲
　
命
令
を
受
け
た
者
が
、
被
保
護
者
の
居
住
場
所
、
共
用
住
居

　
若
し
く
は
代
替
用
住
居
に
入
る
こ
と
、
事
件
に
応
じ
、
被
保
護

　
者
の
職
場
、
学
校
若
し
く
は
そ
の
他
の
施
設
に
入
る
こ
と
、
又

　
は
執
行
官
若
し
く
は
命
令
中
に
指
定
若
し
く
は
記
載
さ
れ
た
そ

　
の
他
の
者
の
立
会
い
に
よ
ら
な
い
で
被
保
護
者
と
個
人
的
に
接

　
触
す
る
こ
と
を
禁
止
又
は
制
限
す
る
こ
と

＠
　
一
人
又
は
複
数
人
の
被
保
護
者
の
個
人
的
な
所
持
品
を
取
り

　
に
行
く
目
的
で
、
執
行
官
付
き
添
い
の
下
、
被
保
護
者
が
共
用

　
住
居
に
入
り
、
又
は
命
令
を
受
け
た
者
の
住
居
に
入
る
こ
と
を

　
認
め
る
よ
う
命
令
を
受
け
た
者
に
求
め
る
こ
と

㈹
　
被
保
護
者
と
書
面
又
は
電
話
で
連
絡
を
取
ら
な
い
よ
う
命
令

　
を
受
け
た
者
に
求
め
、
そ
う
し
た
連
絡
が
許
さ
れ
る
一
定
の
環

　
境
を
指
定
す
る
こ
と

㈹
　
一
人
又
は
複
数
人
の
被
保
護
者
が
以
前
通
常
に
使
用
し
て
い

　
た
車
輌
を
被
保
護
者
が
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ

　
う
命
令
を
受
け
た
者
に
求
め
る
こ
と

qD

　
前
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
な
さ
れ
た
命
令
の
適
切
な

　
執
行
の
た
め
に
必
要
で
、
且
つ
付
随
し
た
指
示
を
与
え
る
こ
と

命
令
は
、
当
該
命
令
の
執
行
開
始
日
か
ら
一
二
月
を
超
え
な
い
範

囲
で
保
護
命
令
中
に
指
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
、
効
力
を
有
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す
る
。

②
第
一
項
に
お
け
る
命
令
の
一
つ
又
は
複
数
は
、

　
㈲
　
保
護
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
第
九
条
に
従
い
、
こ
れ
を
行

　
　
い
、
若
し
く
は
新
た
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
又
は
、

　
㈲
　
裁
判
所
が
、
現
実
の
命
令
違
反
は
な
く
と
も
、
延
長
が
］
人

　
　
又
は
複
数
人
の
被
保
護
者
の
保
護
及
び
身
体
の
安
全
の
た
め
に

　
　
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
先
の
命
令
の
失
効
日
か
ら
一

　
　
二
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
さ
ら
に
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
る
。
但
し
、
本
号
に
お
け
る
命
令
の
延
長
は
、
複
数
回
こ

　
　
れ
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

③
命
令
を
受
け
た
者
に
よ
る
、
共
用
住
居
を
占
有
し
、
又
は
代
替

　
用
住
居
に
入
る
権
利
の
行
使
が
第
一
項
第
a
号
又
は
第
b
号
に
お

　
け
る
命
令
を
理
由
と
し
て
留
保
、
制
約
、
禁
止
又
は
制
限
さ
れ
る

　
場
合
を
除
き
、
当
該
命
令
は
、
命
令
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
他
の

　
者
が
当
該
家
屋
に
有
す
る
如
何
な
る
権
原
又
は
利
益
（
痒
一
Φ

　
き
α
ぎ
3
お
馨
）
に
も
影
響
を
及
ぽ
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

④
裁
判
所
は
、
命
令
を
受
け
た
者
が
単
独
又
は
共
同
で
所
有
又
は

　
賃
借
す
る
共
用
住
居
の
全
体
か
ら
こ
の
者
を
退
去
さ
せ
る
命
令
を

　
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。
但
し
、
当
面
の
間
、
被
保
護
者
の
身
体

　
の
安
全
を
確
保
す
る
方
法
が
他
に
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
こ

　
の
限
り
で
な
い
。
当
該
命
令
が
行
わ
れ
た
場
合
、
共
用
住
居
を
命

　
令
を
受
け
た
者
が
単
独
で
所
有
又
は
賃
借
し
て
い
る
場
合
に
は
、

　
次
に
掲
げ
る
こ
と
を
行
う
も
の
と
し
、
共
用
住
居
を
当
事
者
が
共

　
同
で
所
有
又
は
賃
借
し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
こ
と
を

　
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
一
人
若
し
く
は
複
数
人
の
被
保
護
者
の
た
め
の
適
当
な
代
替

　
　
用
住
居
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
当
該
命
令
を
取
り
消
す
こ
と
、

　
　
又
は
、

　
㈲
　
一
人
若
し
く
は
複
数
人
の
被
保
護
者
の
身
体
の
安
全
を
確
保

　
　
す
る
た
め
に
最
早
必
要
で
な
い
と
裁
判
所
が
判
断
し
た
場
合
、

　
　
当
該
命
令
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
修
正
す
る
こ
と

⑤
第
四
項
第
b
号
に
お
い
て
「
修
正
す
る
」
と
は
、
命
令
を
受
け

　
た
者
を
共
用
住
居
の
全
体
か
ら
退
去
さ
せ
る
命
令
を
、
命
令
中
に

　
指
定
さ
れ
た
共
用
住
居
の
区
画
か
ら
そ
の
者
を
退
去
さ
せ
る
命
令

　
に
修
正
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
七
条
【
逮
捕
権
限
】
①
裁
判
所
は
、
保
護
命
令
又
は
仮
の
保
護

　
命
令
を
受
け
た
者
が
一
人
又
は
複
数
人
の
被
保
護
者
に
対
し
身
体

　
的
傷
害
を
現
実
に
生
じ
さ
せ
る
虞
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
事

　
件
に
応
じ
、
逮
捕
権
限
を
当
該
保
護
命
令
又
は
仮
の
保
護
命
令
に

　
付
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
　
逮
捕
権
限
が
第
一
項
の
理
由
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
場
合
、
警
察

　
職
員
は
、
命
令
を
受
け
た
者
の
暴
力
行
使
、
又
は
、
事
件
に
応
じ
、
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命
令
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
の
侵
入
を
根
拠
と
し
て
、

　
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
た

　
命
令
又
は
第
六
条
第
一
項
第
a
号
若
し
く
は
第
b
号
に
該
当
す
る

　
保
護
命
令
に
含
ま
れ
る
命
令
に
違
反
し
て
い
る
と
信
ず
る
合
理
的

　
な
理
由
（
話
霧
○
き
包
Φ
o
き
器
）
が
あ
る
と
き
、
そ
の
者
を
令

　
状
な
し
で
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
逮
捕
権
限
が
保
護
命
令
又
は
仮
の
保
護
命
令
に
付
加
さ
れ
、
命

　
令
を
受
け
た
者
が
第
二
項
に
お
い
て
逮
捕
さ
れ
た
場
合
、

　
㈲
　
そ
の
者
は
、
逮
捕
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
裁
判
官
の
前
へ
こ

　
　
れ
を
引
致
す
る
も
の
と
し
、

　
㈲
　
そ
の
者
は
、
裁
判
官
の
指
示
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
期

　
　
間
、
こ
れ
を
釈
放
し
な
い
も
の
と
す
る
。

　
但
し
、
本
条
は
、
当
該
期
間
経
過
後
の
本
項
に
お
け
る
拘
束
の
継

　
続
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。

④
本
条
に
お
い
て
、
「
裁
判
官
」
は
、
マ
ジ
ス
ト
レ
イ
ト
を
含
む
。

第
八
条
【
保
護
命
令
違
反
】
①
保
護
命
令
又
は
そ
れ
に
付
随
し
た

　
条
項
に
故
意
に
違
反
し
た
者
は
、
犯
罪
と
し
て
の
責
め
を
負
う
も

　
の
と
し
、
有
罪
の
場
合
、
二
、
O
O
O
リ
ン
ギ
ッ
ト
以
下
の
罰
金

　
若
し
く
は
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
そ
の
併
科
に
処
す
る
。

②
被
保
護
者
に
対
し
暴
力
を
行
使
し
て
保
護
命
令
に
故
意
に
違
反

　
し
た
者
は
、
有
罪
の
場
合
、
四
、
O
O
O
リ
ン
ギ
ッ
ト
以
下
の
罰

　
金
若
し
く
は
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
そ
の
併
科
に
処
す
る
。

③
第
二
項
の
保
護
命
令
に
対
す
る
再
度
又
は
そ
れ
以
降
の
違
反
に

　
よ
っ
て
有
罪
と
な
っ
た
者
は
、
七
二
時
間
以
上
二
年
以
下
の
拘
禁

　
刑
を
科
し
、
且
つ
、
五
、
O
O
O
リ
ン
ギ
ッ
ト
以
下
の
罰
金
に
処

　
す
る
。

④
本
条
の
目
的
の
た
め
、
「
保
護
命
令
」
は
、
仮
の
保
護
命
令
を

　
含
む
。

第
九
条
【
保
護
命
令
違
反
に
対
す
る
命
令
又
は
再
命
令
】
　
命
令
を

　
受
け
て
い
た
者
が
保
護
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
第

　
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
刑
罰
に
加
え
、
事
件
に
応
じ
、
第
六
条

　
第
一
項
に
お
け
る
命
令
の
一
つ
又
は
複
数
を
行
い
、
又
は
新
た
に

　
行
う
こ
と
が
で
き
、
当
該
新
規
の
命
令
に
指
定
さ
れ
て
い
る
日
か

　
ら
そ
の
執
行
を
開
始
す
る
。

第
三
章
　
損
害
賠
償
及
び
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

第
一
〇
条
【
損
害
賠
償
】
①
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
が
、
家
庭
内

　
暴
力
の
結
果
と
し
て
、
身
体
的
傷
害
、
財
産
に
対
す
る
損
害
又
は

　
経
済
的
損
失
を
被
っ
た
場
合
、
損
害
賠
償
の
訴
え
を
審
理
す
る
裁

　
判
所
は
、
正
当
且
つ
合
理
的
と
思
わ
れ
る
傷
害
、
損
害
又
は
損
失

　
に
関
す
る
損
害
賠
償
の
裁
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
当
該
損
害
賠
償
の
訴
え
を
審
理
す
る
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
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事
項
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
被
害
者
の
苦
痛
及
び
苦
し
み
、
並
び
に
、
被
っ
た
身
体
的
又

　
　
は
精
神
的
傷
害
の
性
質
及
び
範
囲

　
㈲
　
当
該
傷
害
に
対
す
る
治
療
費

　
＠
　
そ
こ
か
ら
生
じ
た
所
得
の
逸
失
分

　
㈹
　
奪
わ
れ
、
破
壊
さ
れ
、
又
は
損
害
を
受
け
た
財
産
の
額
又
は

　
　
価
値

　
㈹
　
被
害
者
が
家
庭
内
暴
力
を
理
由
と
し
て
被
告
と
別
居
し
、
又

　
　
は
別
居
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
き
、
被
害
者
が
被
り
、

　
　
又
は
被
害
者
の
代
わ
り
に
被
っ
た
必
要
且
つ
合
理
的
な
費
用
で
、

　
　
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む

　
　
ω
　
避
難
場
所
又
は
シ
ェ
ル
タ
ー
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
宿
泊
費

　
　
G
D
　
交
通
費
及
び
転
居
費
用

　
　
㈹
　
第
三
項
を
前
提
と
し
て
、
事
件
に
応
じ
、
裁
判
所
が
正
当

　
　
　
且
つ
合
理
的
な
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
期
間
の
、
共
用

　
　
　
住
居
又
は
代
替
用
住
居
に
つ
い
て
の
住
宅
ロ
ー
ン
支
出
、
賃

　
　
　
貸
料
支
出
又
は
そ
の
一
部
を
表
す
額
を
含
む
、
独
立
し
た
世

　
　
　
帯
を
構
え
る
の
に
必
要
な
費
用

③
裁
判
所
は
、
第
二
項
第
e
号
…
m
に
お
い
て
考
慮
に
入
れ
る
こ
と

　
の
で
き
る
必
要
且
つ
合
理
的
な
費
用
を
判
断
す
る
に
あ
た
り
、
次

　
に
掲
げ
る
事
項
を
も
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
被
害
者
及
び
被
告
の
経
済
的
事
情

　
㈲
　
当
事
者
間
に
存
す
る
関
係
、
及
び
被
告
に
当
該
支
出
を
し
、

　
　
又
は
そ
れ
に
寄
与
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
の
合
理
性

　
＠
当
事
者
問
に
取
ら
れ
る
そ
の
他
の
手
続
の
可
能
性
並
び
に
配

　
　
偶
者
又
は
元
配
偶
者
及
び
そ
の
他
の
被
扶
養
者
の
給
付
に
関
す

　
　
る
関
連
法
令
に
お
い
て
よ
り
適
切
に
処
理
さ
れ
る
事
項

第
二
条
【
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
】
①
裁
判
所
は
、
保
護
命
令

　
の
請
求
が
な
さ
れ
て
い
る
手
続
に
お
い
て
、
保
護
命
令
の
発
付
に

　
代
え
、
又
は
こ
れ
に
加
え
、
次
に
掲
げ
る
命
令
の
一
つ
又
は
両
方

　
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
関
係
当
事
者
を
調
停
機
関
（
8
目
…
簿
O
曙
び
O
身
）
へ
送

　
　
る
こ
と

　
㈲
　
紛
争
の
一
人
又
は
複
数
人
の
当
事
者
を
、
リ
ハ
ビ
リ
療
法
、

　
　
心
理
療
法
又
は
そ
の
他
の
適
切
な
和
解
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ヘ

　
　
送
る
こ
と

②
第
一
〇
条
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
訴
え
を
審
理
す
る
裁
判
所
は
、

　
第
一
項
第
a
号
又
は
第
b
号
に
お
け
る
命
令
の
一
つ
又
は
両
方
を

　
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

③
裁
判
所
は
、
第
一
項
に
お
け
る
命
令
を
行
う
こ
と
に
関
連
し
た

　
問
題
を
考
慮
す
る
と
き
、
実
務
上
可
能
な
場
合
は
い
つ
で
も
、
社

　
会
福
祉
職
員
又
は
そ
の
他
の
訓
練
さ
れ
若
し
く
は
経
験
を
有
す
る
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者
の
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
本
条
に
お
い
て
、
「
調
停
機
関
」
は
、
社
会
福
祉
省
の
下
に
設

　
置
さ
れ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
機
関
を
含

　
み
、
当
事
者
が
ム
ス
リ
ム
の
場
合
は
、
関
係
す
る
イ
ス
ラ
ム
宗
教

　
省
（
H
ω
σ
ヨ
8
即
Φ
一
貫
δ
島
＞
臣
鋤
一
あ
∪
①
B
ほ
B
Φ
暮
）
の
下
に
設

　
置
さ
れ
た
も
の
も
含
む
。

第
四
章
　
保
護
命
令
に
関
す
る
手
続

第
＝
一
条
【
仮
の
保
護
命
令
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
】

　
仮
の
保
護
命
令
は
、
家
庭
内
暴
力
を
伴
う
犯
罪
の
実
行
に
関
す
る

　
（
3
）

　
通
報
後
の
警
察
に
よ
る
捜
査
の
継
続
中
、
こ
れ
を
請
求
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

第
ニ
ニ
条
【
保
護
命
令
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
】
　
保
護

　
命
令
は
、
被
告
発
人
が
「
家
庭
内
暴
力
」
の
定
義
に
該
当
す
る
状

　
況
の
下
で
行
わ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
告
発
さ
れ
て
い
る
刑
法
典
下

　
で
の
刑
事
手
続
の
問
、
こ
れ
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈱
　
被
告
発
人
の
保
釈
の
条
件
と
し
て
、
若
し
く
は
手
続
の
他
の

　
　
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お
い
て
、
又
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
4
）

　
㈲
　
刑
事
訴
訟
法
典
第
二
六
〇
条
に
お
け
る
犯
罪
の
私
和
に
お
い

　
　
て

第
一
四
条
【
告
訴
の
提
起
】
　
こ
の
法
律
に
よ
る
告
訴
は
、
次
の
地

　
で
こ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、

　
㈲
　
告
訴
人
が
居
住
し
て
い
る
地

　
㈲
　
犯
罪
者
が
居
住
し
て
い
る
地

　
＠
　
告
発
さ
れ
て
い
る
暴
力
が
発
生
し
た
地
、
又
は

　
＠
　
被
害
者
が
一
時
的
に
所
在
す
る
地

　
裁
判
所
は
、
実
務
上
可
能
な
限
り
迅
速
に
こ
れ
を
審
理
す
る
も
の

　
と
す
る
。

第
一
五
条
【
子
又
は
無
能
力
の
成
人
に
代
わ
る
告
訴
】
　
告
訴
を
提

　
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
又
は
無
能
力
の
成
人
の
場
合
、
当
該

　
告
訴
は
、
保
護
者
、
親
族
、
当
該
子
若
し
く
は
無
能
力
の
成
人
の

　
監
護
に
責
任
を
有
す
る
者
、
又
は
、
事
件
に
応
じ
、
執
行
官
が
、

　
こ
れ
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
［
六
条
【
告
訴
及
び
命
令
の
記
録
】
　
裁
判
所
の
記
録
部
は
、
こ

　
の
法
律
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
す
べ
て
の
告
訴
並
び
に
こ
の
法
律
に

　
お
い
て
裁
判
所
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
保
護
命
令
及
び
仮

　
の
保
護
命
令
の
記
録
を
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。
記
録
は
、
次
の

　
事
項
を
含
む
も
の
と
す
る
。

　
㈱
　
当
事
者
の
氏
名
、
性
別
及
び
関
係

　
㈲
　
武
器
が
介
在
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
又
は
身
体
的
傷
害
に
至

　
　
っ
た
か
ど
う
か
、
及
び
被
っ
た
傷
害
に
医
学
的
治
療
が
必
要
か

　
　
ど
う
か
な
ど
、
主
張
さ
れ
て
い
る
家
庭
内
暴
力
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＠
　
発
せ
ら
れ
た
各
命
令
の
発
効
日
及
び
期
間

第
一
七
条
【
保
護
命
令
の
送
達
証
明
】
　
保
護
命
令
又
は
仮
の
保
護

　
命
令
の
発
付
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
、
事
件
に
応
じ
、
命
令
を
発

　
し
た
裁
判
所
の
補
助
裁
判
官
（
幻
Φ
駐
ω
霞
費
）
は
、
犯
罪
者
が
居

　
住
す
る
地
の
警
察
の
担
当
職
員
に
命
令
の
謄
本
を
送
達
す
る
も
の

　
と
す
る
。
当
該
警
察
職
員
は
、
送
達
か
ら
七
日
以
内
に
、
裁
判
所

　
の
補
助
裁
判
官
に
送
達
証
明
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
第
五
章
　
雑
　
則

第
一
八
条
【
家
庭
内
暴
力
を
伴
う
犯
罪
の
通
報
】
①
家
庭
内
暴
力

　
を
伴
う
犯
罪
が
行
わ
れ
、
又
は
行
わ
れ
て
い
た
と
信
ず
る
根
拠
を

　
有
す
る
者
は
、
執
行
官
に
、
そ
の
件
に
関
す
る
通
報
を
行
う
こ
と

　
が
で
き
る
。

②
善
意
（
ヨ
碧
＆
邑
甚
）
で
当
該
通
報
を
行
っ
た
者
は
、
名
誉

　
殿
損
又
は
当
該
通
報
を
行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
そ
の
他
の
責
任
を

　
負
う
こ
と
が
な
い
も
の
と
す
る
。

第
一
九
条
【
執
行
官
の
職
務
】
①
執
行
官
の
職
務
は
、
次
に
掲
げ

　
る
も
の
を
含
む
。

　
㈲
　
家
庭
内
暴
力
の
被
害
者
が
家
庭
内
暴
力
に
関
す
る
告
訴
を
提

　
　
起
す
る
の
を
支
援
す
る
こ
と

　
㈲
　
交
通
手
段
が
必
要
な
場
合
、
被
害
者
が
代
替
用
住
居
、
避
難

　
　
場
所
又
は
シ
ェ
ル
タ
ー
に
行
く
交
通
手
段
を
提
供
又
は
手
配
す

　
　
る
こ
と

　
＠
治
療
が
必
要
な
場
合
、
傷
の
治
療
の
た
め
被
害
者
が
最
寄
り

　
　
の
病
院
又
は
医
療
施
設
に
行
く
交
通
手
段
を
提
供
又
は
手
配
す

　
　
る
こ
と

　
㈹
　
家
庭
内
暴
力
か
ら
保
護
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
被
害
者
に

　
　
説
明
す
る
こ
と

　
㈹
　
被
害
者
の
住
居
又
は
以
前
の
住
居
に
個
人
的
な
所
持
品
を
取

　
　
り
に
行
く
被
害
者
に
付
き
添
う
こ
と

②
警
察
官
た
る
執
行
官
は
、
さ
ら
に
次
の
職
務
を
も
有
す
る
も
の

　
と
す
る
。

　
㈲
　
こ
の
法
律
又
は
そ
の
他
の
制
定
法
に
お
け
る
逮
捕
権
限
を
行

　
　
使
す
る
こ
と

　
㈲
　
裁
判
所
が
第
六
条
第
一
項
第
a
号
の
命
令
を
発
し
た
場
合
、

　
　
共
用
住
居
か
ら
退
去
さ
せ
ら
れ
る
者
を
立
ち
退
か
せ
、
又
は
立

　
　
ち
退
き
を
監
視
す
る
こ
と

第
二
〇
条
【
規
則
】
①
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
を
施
行
す
る

　
た
め
、
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
第
一
項
の
普
遍
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
当
該
規
則
は
次
に
掲

　
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
こ
の
法
律
に
よ
り
な
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
裁
判
所
の
登
録
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簿
又
は
記
録
の
保
管

㈲
　
通
報
、
報
告
、
告
訴
、
命
令
又
は
こ
の
法
律
に
よ
り
必
要
と

　
さ
れ
る
そ
の
他
の
文
書
の
所
定
の
形
式

＠
　
第
b
号
に
い
う
文
書
の
提
出
に
関
す
る
手
続

㈹
　
第
b
号
に
い
う
文
書
の
認
証
謄
本
の
検
索
の
実
施
及
び
提
供

㈹
　
こ
の
法
律
の
た
め
に
課
さ
れ
る
費
用
の
設
定

ω
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
又
は
認

　
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
事
項

　
ら
れ
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
制
度
的
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
一
嘗
自
ヨ
呂
8
は
、
こ
こ
で
は
「
通
報
」
と
訳
し
た
。
な
お
、

　
マ
レ
ー
シ
ア
刑
事
訴
訟
法
第
一
〇
七
条
参
照
。

（
4
）
　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
一
定
の
犯
罪
が
私
和
罪
（
8
ヨ
零
琶
鼠
－

σ
一
Φ
o
陳
9
8
）
と
し
て
規
定
さ
れ
、
加
害
者
と
被
害
者
な
ど
の
間

　
で
和
解
す
る
こ
と
が
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
太
田
達
也

　
「
ア
ジ
ア
の
被
害
者
者
学
序
論
」
被
害
者
学
研
究
五
号
（
一
九
九
五
）

　
一
七
頁
以
下
参
照
。
但
し
、
こ
の
私
和
と
い
う
訳
が
適
当
か
ど
う
か

　
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

118

〔
訳
者
注
〕

　
本
法
の
訳
出
中
、
同
法
の
邦
訳
で
あ
る
以
下
の
資
料
に
接
し
た
。
併

せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
W
I
E
の
会
訳
「
（
資
料
）
マ
レ
ー
シ
ア
の
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
法
」
『
あ
す
ば
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
②

女
性
は
暴
力
か
ら
自
由
か
』
（
一
九
九
八
）
一
八
頁
以
下
。

（
1
）
　
本
法
制
定
後
の
一
九
九
七
年
、
刑
法
典
は
法
律
五
七
四
号
と
し

　
て
改
正
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
　
本
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
8
菖
ロ
巴
旨
は
、
通
常
通
り
、
「
告

　
訴
」
と
訳
出
し
た
。
な
お
、
刑
事
訴
訟
法
上
の
8
ヨ
三
巴
筥
の
定

　
義
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
刑
事
訴
訟
法
第
二
条
に
あ
る
。
本
法
に
い
う
保

　
護
命
令
は
、
刑
事
訴
追
が
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
か

　
ら
（
第
一
三
条
）
、
被
害
者
は
告
訴
を
行
う
と
同
時
に
、
保
護
命
令

　
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
8
ヨ
巳
巴
旨
の
文
言
が
用
い


